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この度は、ランダルコーポレーションの製品をお買い上げ、ま
たはレンタル頂き、まことにありがとうございます。
この「取扱説明書」には、車いすを安全にご使用いただくため
の注意事項が記載されています。
ご使用の前に必ずお読みになり正しくお使いください。
また調整手順・点検リストも記載されております。車いすを安
全にご使用いただくため、手順をよくご理解頂き、指示に従い
正しく作業を行ってください。
※本書に記載の意匠、仕様および部品は性能向上の為、一部予
告なく変更することがあります。

取扱説明書 CA-4340
CA-4341
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1. 重要なお知らせ
1.1  製品について
■ 製品の使用目的
	 この製品は、高身長の方向けに設計したもので、自力での歩行が困難な方の移動を助ける車いすです。
	 この製品は1人乗りです。耐荷重を守ってお使いください。

■ 同梱部品の確認
	 本製品には、以下の部品が同梱されていますので確認してください。

部品名 個数 備考
取扱説明書 1 冊
背クッション 1 個
座クッション 1 個

1.2  介助者へ
・ 搭乗者の身体の一部及び衣服（長いマフラー、ひざ掛け、ダブついた服や長ネックレス等）がタイヤ、ス
ポーク、キャスタ及び地面、建物、通行者に触れたり、挟まったりしないようにご注意ください。

・ 介助者は、搭乗者を乗せる前に十分に練習を行ってください。
・ 取扱説明書に沿った安全教育を行ってください。
・ 搭乗者と介助者の少なくとも一人が日本語を母国語としない人の場合、搭乗者と介助者の母国語による安
全教育を行ってください。

1.3  お使いになる前に
・ 車いすを使用する前に、安全のため各部の点検を行ってください。
・ 異常を発見した場合は使用を中止し、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。
・ 長期間使用を続けると、劣化が生じます。定期点検が必要です。
※ 詳細については、「8 点検・整備する」を参照ください。

1.4  車いす利用者は、歩行者扱い
	 日本の道路交通法では、車いす利用者は歩行者として取り扱われます。
	 車いす利用時は、歩行者としての交通ルールを守りましょう。
	 「自転車及び歩行者専用」、「歩行者専用」の道路標識がある歩行者専用道路も通ることができます。
	 信号機のある場所では、「青」が点滅中に横断するのは危険です。次の「青」信号を待ちましょう。
	 あせらず、ゆとりを持った横断、走行を心がけましょう。

1.5  飛行機に搭乗される場合
	 お客様の車いすをご旅行先へ持っていかれる場合は、事前に利用予定航空会社又は旅行代理店にご相談くだ
さい。
※	事前確認なしに空港へ行きますと、航空会社の確認業務に時間がかかり、ご希望の便に間に合わなかっ
たり、せっかくの旅行を取りやめなくてはならなくなったりします。

1.6  製品を譲渡・貸与する場合
	 この製品を他の方にお譲りまたは貸与される際は、必ず本書もあわせてお渡しください。

1.7 修理のご依頼
	 異常がある場合は、使用を中止しお買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

1.8 廃棄する場合
	 製品を廃棄する場合は、地球の環境保護のため、そのまま放置しないで、各自治体の取決めにしたがってください。
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2. 各部の名称とはたらき

①押手（手押しハンドルグリップ）	 介助者が車いすを移動させる際に握る部分です。
②肘掛け（アームサポート）	 肘を置いて身体を安定させます。
③ステップ板（フットサポート）	 足をのせる板です。
④前車輪（キャスタ）	 自在に方向転換できる小車輪です。
⑤駐車ブレーキ	 車いすを駐車する時に使用します。
⑥後車輪	 駆動輪です。
⑦ハンドリム	 自走するときに使います。（自走用のみ）
⑧背折れ金具	 車いすを折りたたむ際、さらにコンパクトになります。
⑨側板（サイドボード）	 衣類等が車輪に巻き込まれるのを防ぎます。
⑩転倒防止車輪	 車いすが後方に倒れないように防止するキャスターです。
⑪介助ブレーキレバー	 介助者制動するためのブレーキです。

クッション部を取り外した状態

背ベースシート

座シート

バックサポート
背クッション

座クッション

①
⑪
⑧

⑥
⑦
⑤
⑩

②
⑨

④

③
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禁止
●	道路通行の際は、必ず右側通行してください。また、歩道を通行してください。

●	車いすに乗り降りの際は、必ずステップ板（フッ
トサポート）を上に跳ね上げてください。

	 本製品のステップ板の上に乗って車いすに乗り
込んだり、降りられるときに立ちあがらないでく
ださい。バランスを崩し車いすごと転倒する危険
があります。

	
●	車いすを火気に近付けないでください。
※シート部が燃えたり、プラスチック等が変形したり、熱くなった金属部分で
やけどするなど、危険です。

●	段差や凸凹などのある路面等を走行するときは、身体が前のめりにならない
よう充分ご注意ください。

●	車いすに乗り降りの際は、必ず駐車ブレーキをかけて車いすが固定されてい
ることを確認してください。

※傾斜地では駐車しないでください。傾斜地では駐車ブレーキをかけても車い
すが動く場合があり、大変危険です。

※滑りやすい床面では駐車ブレーキをかけても車いすが動く場合があります。
●	傾斜地での走行は、車いすが予想外の方向に進むなど、大変危険です。
●	踏み切りを横断の際は、車輪をレールに対して直角にして走行してください。
斜めの角度で進入するとレールの溝にはまって危険です。必ず介助者と一緒
にわたってください。

警告

3. 安全に関するご注意　※ご使用になる前に必ずお読みください。
［表示マークの説明］

この表示は「人が死亡または重症などを負う可能性が想定される」内容で
す。

この表示は「人が傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能
性が想定される」内容です。

この表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

※以下の注意点以外であっても、無理な使用はおやめください。事故の原因になります。

　警告
　注意

　　禁止

!
!

!
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●	坂道の上り下りの際は、必ず介助者に支えてもらって行ってください。上る
ときは前向きで、下るときは後ろ向きで走行してください。

※坂道を前向きで下ると乗っている人が前へずり落ちる、前へ倒れる、スピー
ドが出やすいなど、非常に不安定になり危険です。また、介助者がバランス
を失った時も危険です。

●	介助者が車いすを押す場合は、足を必ずステップ板（フットサポート）の上
に乗せておいてください。

※	足を地面に付けたりステップ板（フットサポート）から外すと、ステップ板（フッ
トサポート）と地面の間に足が巻き込まれてケガをする恐れがあり、危険です。

●	背もたれに重いものなどを引っ掛けないでください。転倒の恐れがあります。
●	勝手に改造・分解しないでください。強度や耐久性が劣化して危険です。（保
証対象外）

●	介助者は、絶対に車いすに乗って介助しないでください。
●	車いすを物品運搬など車いす以外の目的に使用しないでください。
●	座シート部以外に腰掛けないでください。
●	車いすでの走行中は、身体を乗り出さないでください。車いすが不安定にな
り危険です。

●	段差の前では一旦停止して転倒防止車輪を利用して乗り超えてください。決
して勢いをつけて乗り超えないでください。大変危険です。また、フレーム
及びキャスタ車輪等の損傷を受けます。

警告

●車いすを投げたり落としたり、衝撃を加えないでください。
●夜間、雨降りは通行者や車から発見しにくくなります。充分にご注意ください。
●認知症の方がご使用される場合は、車いすのシート、部品等を飲み込むこと
が考えられますので充分ご注意ください。

●認知症の方がご使用される場合は、一度かけた駐車ブレーキを不意に解除さ
れることがありますので、充分ご注意ください。

●回転している車輪に指を差し込まないように注意してください。
●タイヤをもって車輪を操作しないでください。ブレーキ等で指をはさみ、大
変危険です。

●下記のようなところに車いすを放置しないでください。
・車道に近いところ ・人通りのあるところ ・路面に段差や凸凹のあるところ
・湿気の多いところ ・雨風の当たるところ
●介助者の方は、搭乗者の身体の一部または衣服がタイヤ、スポーク、キャス
タ及び地面、建物、通行者に触れたりはさまったりしないよう、車いすに安
全に座れているかを確認してから操作してください。

注意

!

!
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4. 各部の操作方法および使用方法
車いすの拡げ方
①左右に拡げます。

	

	 片方のフレームを持ち上げて車輪を少し地面から浮
かせ、座面端のパイプ部分を手で押し下げます。

●	座パイプの横や下に手や指を置かないで
ください。挟まってケガをする恐れがあ
ります。

●	シートパイプをシート受けに確実に入れ
てください。フレームが変形して、事故
の原因となります。

注意

②背もたれを起こします。

	 車いすの押手（手押しハンドルグリップ）部分を持ち、
上方（矢印の方向）へ引き起こすように持ち上げてくだ
さい。
※このとき、片側の手で車いすが動かないように支える
か、あるいは駐車ブレーキをかけてください。

この部分に手や指を置
かないでください。挟
まってケガをする恐れ
があります。

注意

ロックピンが完全に
ロックされている事
を確認してください。

!

!

車いすの後方に立ち、左右の肘掛け（アームサポー
ト）を持って両側に軽く拡げます。
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③ステップ板（フットサポート）を内側にたおします。

④バックサポートを取り付けます。

※バックサポートの背側調節はP.12をご覧ください。

⑤座クッションを取り付けます。

	 　座クッションのファスナーを下側にして取り付けます。
 

● 座クッションは前に出さないよう注意してください。お尻がズレ落ちケガを
するおそれがあります。

● 座クッションが面ファスナーでしっかり固定されていることを確認してくだ
さい。使用中にズレてケガをするおそれがあります。

注意
!
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車いすのたたみ方
①ステップ板（フットサポート）を跳ね上げます。

	 ステップ板（フットサポート）を上方へ（矢印の方向へ）
跳ね上げます。
※ステップ板（フットサポート）を内側にたおした状態
のままですと、折りたたみが出来ません。ステップ板
（フットサポート）が上方へ上がっていることを確認
ください。

②座クッションを取り外します。

③バックサポートを取り外します。

④背もたれを折りたたみます。

	 押手（手押しハンドルグリップ）を握り、一方の手で背
折れ金具のレバーを後方へ引きながら押手を倒します。

この部分に手や指を置
かないでください。挟
まってケガをする恐れ
があります。

注意
!
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⑤シートを折りたたみます。
	 座シートの前方と後方の中央部を同時に持ち上げます。

●	座パイプの横や下に手や指を置かないで
ください。挟まってケガをする恐れがあ
ります。

●	折りたたむ際に、押手を持って左右から
押し縮めないで下さい。

	 フレームの破損の原因となります。

注意

5. ブレーキの使用方法
駐車ブレーキ
	 車いす乗降時には、必ず駐車ブレーキをかけて、車いすが固定されていることを確認してください。

	 ブレーキレバーを後方に引くとロックし、レバーを前方にすると解除されます。

介助ブレーキ
	 ブレーキレバーを握るとブレーキがかかり、離すと解除します。

	 走行中や下り坂での制動ブレーキとしてご使用くださ
い。

	 ブレーキレバーは介助者の方が必ず両側同時にかけてく
ださい。

ロック 解除

!
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※一ヶ月に一度は安全点検を行ってください。
●	ブレーキの効き具合が強すぎたり弱すぎたりする場合は、ご使用を中止し販
売店もにご相談ください。

●	ブレーキは必ず手で操作してください。足などで操作するとブレーキが破損
します。

●	ブレーキレバーの作動方向以外に力を加えないでください。また、必要以上
に力を加えないでください。ブレーキが変形 ･破損する恐れがあります。（駐
車ブレーキを握って立ち上がるような動作はしないでください。）

●	坂道や傾斜地では駐車しないでください。駐車ブレーキをかけても車いすが
動く場合があり、大変危険です。（滑りやすい床面などでは駐車ブレーキをか
けても車いすが動く場合があります。）

●	ブレーキワイヤーは、安全のために1 年に1 度定期的に交換してください。

警告

6. 各部を調整する
●ステップ板の高さを調節する

	 ステップパイプの先端ボルトを少し緩め、ステップ板
（フットサポート）を適当な高さに合わせた後、ボルト
を完全に締めてください。

ステップポストの高さは地面より5 センチ以
上で設計しております。それより高いと凸凹
路面や障害物がある場合、ステップ板（フッ
トサポート）があたり、転倒する恐れがあり
ます。

警告

!

!

40cm
42cm
44cm
46cm

シートからフットサポートまでの長さ
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!

●スイングアウト・フット・レッグサポートを脱着する場合
開きかた・はずしかた

※搭乗者の足をフットサポートから外した状態で操作を
行ってください。

①	スイングアウト用ロックレバーを外側へ押しながら、
フット・レッグサポートを外側に開きます。

②	フット・レッグサポートを外側へ90°程度回転させる
と、フット・レッグサポートを上方に引き抜いて外すこ
とができます。

　　取り付けかた

①	フット・レッグサポートを外側に90°程度開いた状態
の角度で、フット・レッグサポートをフット・レッグサ
ポート受けパイプの穴に、上からまっすぐ差し込みます。

②	フット・レッグサポートを「カチッ」と音がするまで、
内側に向けて回転させてください。

●背ベースシートを調整する
	 この車いすの背ベースシートは搭乗者の体型に合わせて調整できます。
	 一番楽な姿勢が保持できるように調整してください。

● 面ファスナーに糸くず ･汚れなどがついたときは取除いてください。
※ 接着力が弱まり、衝撃を受けた際に転倒事故の原因となります。注意

1.	バックサポートシートの後面をめくり上げます。
2.	背ベースシートの調整ベルトを搭乗者の体型に合わせ
せて調整します

3.	バックサポートシートの後面を元に戻します。

下から１番目を緩めて、2番目と3番目のベルトはピンッと張り、4番目以降を徐々に緩めていくこ
とが張り調整のポイントです。

スイングアウト用
ロックレバー

フット・レッグ
サポート受けパイプ
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●アームサポートの高さを調節する
	 アームサポート部分を持ちながら、アームサポート高さ調整ボタンを押しながら高さを調整していきます。
	 位置が決まったら、ロックが掛かる位置でボタンを押している手を離してください。

　アームサポートの肘跳ね上げ・戻し方

ロックレバーを矢印の方向に押しながら、アームサポートを後方まで跳ね上げます。
戻す時は、レバーを押しながら元の位置まで戻します。最後にロックレバーから手を離してロックしている事
を確認してください。

● 必ずアームサポートが固定されているか確認してからご利用ください。
注意
!

● 跳ね上げをする際は、車いすブレーキがかかっていることを確認ください。
● アームサポートを持って車いすを持ち上げないでください。（車いすでの事
故や故障につながる場合があります。）注意

!

ロックレバー
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7. 車いすの使い方
7.1  移乗
車いすに乗る方を介助者がベッドなどから移す方法です。
双方にとって安全で負担の少ないことが重要です。

	 介助者が片足を相手の膝の間に差し込んで、
腰を支えながら立ち上がらせます。

	 介助者の膝で相手を支えながら、車いすの方
へお尻を向けます。

	 ゆっくりと腰を下ろしてもらいます。※「い
ち、にのさん」と声をかけながらお互いに協
力し合いましょう。

7.2  外出　車いすの安全な使い方は、“ゆっくり”“確実に”が基本です。
坂道
＜上り坂＞
	 押す人は身体を少し前に倒して、押し戻され
ないよう、一歩ずつしっかりと押します。

＜下り坂＞
	 坂を下るときはブレーキを軽く使いながら、
後ろ向きに一歩ずつ下ります。また、車いす
から転落のリスクがある方は、安全ベルトを
必ずご利用ください。

7.3  段差のある場所
＜上がるとき＞
	 転倒防止車輪を踏んで前輪を上げて進み、続
いて後輪を押し上げます。

＜下るとき＞
	 後ろ向きでまず後輪をおろし、転倒防止車輪
を踏んで前輪を上げたまま後進し、ゆっくり
と下ろします。

※階段では車いす全体を持ち上げてください。

7.4  電車の乗り降り
＜乗るとき＞
	 転倒防止車輪を踏んで前輪を上げ電車に前輪
を乗せます。次に後輪を持ち上げて直進しま
す。ホームと電車の間は大きな車輪でもはさ
まることがありますのでご注意ください。電
車のなかでは車いすを固定させて柱につかま
るとよいでしょう。

＜降りるとき＞
	 後ろ向きに進みます。後輪を上げてホームに
おろし、転倒防止車輪を踏んで前輪を上げて
後進します。
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8. 点検・整備する
8.1 日常点検リスト
	 車いすを使用する前に各部の安全確認を行ってください。
	 工具を使用する場合、薄手の手袋を装着してください。
点検項目 点検内容

装着品の確認 フットサポートは装着されていますか
背シート、座クッションは装着されていますか

キャスタ キャスタ輪はしっかり固定されていますか
駐車用ブレーキ 車輪はしっかりと止まりますか
介助ブレーキ 車輪はしっかりと止まりますか
アームサポート しっかり固定できていますか
フットサポート フットサポートはしっかり固定されていますか

フレーム まっすぐに走りますか
各部ボルトやナットが緩んでいませんか

8.2 定期点検リスト
	 安全に使用して頂くためにご自身または取扱店で定期的に点検をして頂きますようお願いします。
	 長期間使用されなかった場合もリスト内の点検をしてください。
	 点検後、必要に応じて部品交換または各部調整をしてからご利用ください。

点検項目 点検内容
点検者 点検者 点検者
年月日 年月日 年月日

装着品の確認
フットサポート

背クッション、座クッション

車輪

緩み、損傷、摩耗はありませんか

キズ、ひび割れはありませんか

異物が刺さっていませんか

キャスタ

しっかり固定されていますか

キャスタ輪はしっかり固定されていますか

キズ、ひび割れはありませんか

異物が刺さっていませんか

駐車用
ブレーキ

車輪はしっかりと止まりますか

取付部が緩んでいませんか

介助
ブレーキ

車輪はしっかりと止まりますか

取付部が緩んでいませんか

効きに左右差はありませんか

ブレーキワイヤに切れ、ほつれはありませんか

アーム
サポート

しっかり固定されていますか

キズや亀裂はありませんか
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点検項目 点検内容
点検者 点検者 点検者
年月日 年月日 年月日

フット
サポート

フットサポートはしっかり固定されていますか

フットサポートが自重で落下しませんか

キズや割れはありませんか

シート 著しいたるみはありませんか

全体

各部にガタつきはありませんか

ボルト・ナットが緩んでいませんか

異音はありませんか

車輪とキャスタは全て地面に接地していますか

まっすぐ走行しますか

折りたたみはスムーズに行えますか

9. 清掃する
清掃する
■ 金属部分（主フレーム）
	 主フレームなどの金属部は、乾いた布でよく汚れを落として、自動車用のワックスをかけ、乾いた布で拭き取っ
てください。スポークの通常のお手入れは、水を用いずに汚れを落とす程度で十分です。凹凸のある部分の
汚れ、頑固に固着した汚れは、市販の中性洗剤を用いてください。

■ 樹脂（プラスチック）部
	 樹脂部品には、市販の中性洗剤を使用ください。

■ クッション、シート類
	 シート部分をぬるま湯で拭き、きれいな水で仕上げ拭きを行い、乾かしてください。面ファスナーに糸くず、
汚れなどが付いたときは取除いてください。取除かないと、接着力が弱まり、衝撃を受けた際に転倒事故の
原因となります。

＜汚れがひどいとき＞
・ 汚れがとれにくい場合は、中性洗剤を用いてください。その後、乾燥させてください。
・ しみは、スポンジまたは柔らかいブラシを用いて取除いてください。
・ 洗う場合は、ぬるま湯で手洗いしてください。洗濯機、乾燥機の使用はお避けください。
・ クッション表面に面ファスナー（オス）が接触しないようにしてください。
	 （クッション生地のほつれ、けばだちの原因となります。）
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10. 仕　様

品番 CA-4340 CA-4341

座幅	 （mm） 400 440

前座高さ	 （mm） 500（クッションなし）

フットサポート・シート間距離	（mm） 400～ 460
※ピッチ20・4段階調整

後座高さ	 （mm） 470（クッションなし）

シート奥行	 （mm） 440

背もたれ高さ	 （mm） 480（アウターカバー付）

肘掛け高さ	 （mm） 260～ 340
※ピッチ10・9段階調整

最大外形寸法高さ	 （mm） 970

最大外形寸法幅	 （mm） 625 660

最大外形寸法長さ	 （mm） 1020 1020

折りたたみ寸法	 （mm） （縦）770×（横）330×（高さ）760 （縦）770×（横）310×（高さ）760

製品重量	 （kg） 15.8
（クッション・アウターカバー含）

16.5
（クッション・アウターカバー含）

後車輪（駆動輪） 24インチハイポリマータイヤ

タイヤ 24×13/8

ハンドリム 24インチ黒色樹脂（波型）

前車輪 （キャスタ）：6インチPUキャスター

フレーム アルミ製粉体塗装仕上げ（黒）

背シート ナイロン製、黒色調整ベルト付き

座シート ナイロン製、黒色

座クッション カバー（表面）： ナイロン製
中材：ポリオレフィンエラストマー製

背折れ あり（アルミ）

ハンドグリップ 黒色PP製

アームサポート 跳ね上げ式（高さ調整可）

フットサポート 折りたたみ高さ調整式

駐車ブレーキ 引き式トグルブレーキ

介助ブレーキ 介助用ドラムブレーキ

SGマーク なし

JIS マーク なし

耐荷重 125kg（積載物含む）
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11. 保証について
11.1  保証書

■ 修理を依頼されるとき
◎	連絡していただきたい内容
●	品名、品番、製品識別表示ラベルの番号
●	お買い上げ日
●	故障、または異常の内容（できるだけ詳しく）
●	お名前、ご住所、および電話番号

◎	保証期間内は
	 保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。
	 ただし、保証期間内でも修理が有償となる場合があります。詳しくは保証書をご覧ください。

■ 製品の最低保有年数は
弊社では、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保有年数を製造
打ち切り後、5年としております。

11.2  保証期間終了後
	 お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって製品の機能が維持できる場合は、ご希望により有
料修理させていただきます。

CA-4340／NOPO（ノポ）座幅40cm
CA-4341／NOPO（ノポ）座幅44cm
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12 . 保管する
車いすは、お手入れ後、安全な場所に保管してください。
■ 長期保管について
	 半年以上未使用の状態で保管すると、タイヤなどのゴム製品が劣化しているおそれがあります。日常点検を
実施して、必要があれば部品を交換してから使用してください。

13. 故障かな？と思ったら
車いすを使用されていて“おかしいな“と思ったら下表をご確認ください。
	 表以外の異常が発生した場合はそれ以上使用せず、取扱店にご相談ください。
	 車いすを使用する前に各部の安全確認を行ってください。

症状 確認事項 対応

駐車用ブレーキが効かない 取付部が緩んでいませんか 取扱店に相談してください

介助ブレーキが効かない

ブレーキワイヤに切れ、ほつれはあり
ませんか 取扱店に相談してください

ブレーキワイヤがフレームなどに引っ
掛かっていませんか 引っ掛かりを取除いてください

まっすぐ走らない

車輪の空気圧は左右とも適正ですか 空気を均等に入れてください

車輪もしくはキャスタが摩耗していま
せんか 取扱店に相談してください

フレームが変形していませんか 取扱店に相談してください

フットサポートが落下する 高さ調節のノブボルトはしっかり固定
されていますか ノブボルトを締め直してください
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万が一不具合等ございましたら、販売店またはお近くの営業所もしくは事業所までお問い合わせください。

北海道／青森／秋田／岩手／宮城／福島／群馬／埼玉／東京／千葉／神奈川／愛知／大阪／兵庫／岡山／福岡

25.8

本　社	 〒351-0034  埼玉県朝霞市西原1-7-1
	 TEL.048-475-3661　FAX.048-475-3712


